
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・貨物管理番号　３５桁

2 処理結果コード

an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果を出力

3 貨物管理番号

an 35 C

4 指定情報コード

an 3 C

「ＣＯＮ」を出力

5 最新更新年月日

n 8 M

貨物情報ＤＢに登録されている最新更新年月日を出力

6 最新更新時刻

n 6 M

貨物情報ＤＢに登録されている最新更新時刻を出力

7 最新更新業務コード

an 5 M

業務コード 貨物情報ＤＢに登録されている最新更新業務コードを出力

8 最新更新利用者コード

an 5 M

利用者コード 貨物情報ＤＢに登録されている最新更新利用者を出力

9 貨物状況コード

an 3 C

貨物情報ＤＢに次の状況が登録されている場合にその旨の最
新状況のコードを出力
なお、貨物状況が複数同時に重なった場合は、以下の記述順
に上位を優先して出力する
ＭＡＮ：貨物手作業移行
ＳＴＰ：差止中
ＳＳＰ：訂正保留中
ＣＨＧ：航空貨物切替
ＥＮＤ：削除表示設定(仕分仕合済、デバンニング済等)
ＣＣＬ：船積確認済
ＴＲＮ：運送中
ＲＳ１：リスク分析結果事前通知済（ハウスＢ／Ｌ起因）
ＤＮＣ：船卸許可申請中
ＲＳ２：リスク分析結果事前通知済
ＵＬＰ：船卸許可済（船卸前）
Ｍ／Ｆ：積荷目録提出済
ＮＡＭ：出港前報告未済
ＮＴＤ：出港日時報告未済
ＮＯＮ：未搬入
ＡＬＴ：本船・ふ中扱い貨物で許可後変更が必要
ＩＳ　：蔵入承認済（再蔵入承認済含む。）
ＩＳＷ：蔵出輸入許可済
ＩＳＴ：ＡＥＯ用蔵出輸入許可済
ＩＭＰ：輸入許可済（ＢＰ承認済含む。）
ＥＸＰ：輸出許可済（積戻し許可済含む。）
ＢＮＤ：未許可蔵置中

10 荷渡可能表示

an 1 C

ＤＯＲ業務により荷渡可能な旨が貨物情報ＤＢに登録されて
いる場合に「Ｙ」を出力

11 貨物種別

an 3 M

貨物情報ＤＢに登録されている貨物種別を出力
２２：輸出貨物（積戻し貨物を含む。）
２３：輸入貨物
２８：仮陸揚貨物

12 積戻し貨物表示

an 1 C

積戻し貨物の場合は、積戻し貨物表示を出力
Ｒ：積戻し貨物

13 積戻し移送済表示

an 1 C

入力されたＢ／Ｌ番号がＲＣＲ業務で積戻しする旨が登録さ
れている場合は、「１」を出力

14 混載表示

an 1 C

輸入貨物で貨物情報ＤＢに混載情報が登録されている場合に
次のコードを出力
Ｈ：混載子Ｂ／Ｌ
Ｍ：混載親Ｂ／Ｌ

15 仕分仕合表示

an 1 C

貨物情報ＤＢに仕分仕合情報が登録されている場合に、次の
コードを出力
Ａ：仕分親
Ｂ：仕合親
Ｃ：仕分仕合子

項番5～33は正常終了の場合に出力
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貨物情報照会情報（貨物状況情報）（ＳＡＬ０２７）

属
性

繰
1

繰
2

16 荷受形態コード

an 2 C

（１）貨物情報ＤＢに登録されている荷受形態コードを出力
（２）輸出貨物の場合のみ出力
５１：ＣＹ荷受の場合
５２：ＣＦＳ荷受の場合
５３：ＤＯＯＲ荷受の場合
５４：Ｄｉｒｅｃｔ（Ｂｒｅａｋｂｕｌｋ）荷受の場合
５５：ＣＹ＆ＣＦＳ荷受の場合
ＯＴ：上記以外の場合

17 荷渡形態コード

an 2 C

（１）貨物情報ＤＢに登録されている荷渡形態コードを出力
（２）輸出貨物の場合のみ出力
５１：ＣＹ荷渡の場合
５２：ＣＦＳ荷渡の場合
５３：ＤＯＯＲ荷渡の場合
５４：Ｄｉｒｅｃｔ（Ｂｒｅａｋｂｕｌｋ）荷渡の場合
５５：ＣＹ＆ＣＦＳ荷渡の場合
ＯＴ：上記以外の場合

18 運送形態

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている運送形態を出力
Ｂ：在来貨物
Ｃ：コンテナ貨物（輸入貨物、仮陸揚貨物）
Ｏ：その他

19 蔵置場所コード

an 5 C

保税地域コード、
バースコード

（１）貨物が現在蔵置されている蔵置場所を出力
（２）分散蔵置されている場合は、最初に蔵置された蔵置場
所を出力

20 バース表示

an 1 C

蔵置場所がバースコードの場合は「Ｂ」を出力

21 船卸港コード

an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ 貨物情報ＤＢに登録されている船卸港コードを出力

22 分散蔵置場所数

n 1 C

貨物が分散蔵置されている場合は、蔵置場所の数を出力

23 事故確認状況表示

an 1 C

事故コードに対する状況を出力
Ｚ：税関の事故確認が必要な場合
Ｃ：税関の事故確認がされている場合
Ｍ：税関の事故確認が不必要な場合

24 事故コード

an 5 C

事故コード （１）貨物情報ＤＢに事故コードが登録されている場合に事
故コードを出力
（２）事故コードが複数登録されている場合は、最新の事故
コードを１つ出力

25 税関手続種別コード

an 3 C

税関手続コード 貨物情報ＤＢに登録されている最新の税関手続種別をコード
で出力

26 申告申請届出等番号

an 11 M

貨物情報ＤＢに登録されている申告申請届出等番号を出力

27 申告申請届出等年月日

n 8 M

貨物情報ＤＢに登録されている申告申請届出等年月日を出力

28 許可承認受理等年月日

n 8 C

貨物情報ＤＢに登録されている許可承認受理等年月日を出力

29 到着地コード

an 5 C

保税地域コード 税関手続種別が保税運送である場合は、到着地を出力

30 船会社コード

an 4 C

貨物情報ＤＢに船会社が登録されている場合に出力

31 船舶代理店コード

an 5 C

利用者コード 貨物情報ＤＢに船舶代理店が登録されている場合に船舶代理
店を出力

32 貨物情報登録者コード

an 5 C

利用者コード （１）輸入貨物及び仮陸揚貨物の場合は、ＭＦＲ業務、ＮＶ
Ｃ０１業務等を行った利用者を出力
（２）輸出貨物の場合は、ＥＣＲ業務、ＲＣＲ業務等を行っ
た利用者を出力

33 通関業コード

an 5 C

利用者コード 貨物情報ＤＢに申告予定者または通関業が登録されている場
合に通関業を出力
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